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2（2020・5月号）広報たかねざわ

おしらせ

新型コロナウイルス感染症
拡大を防ぐためのお願い

◆
不
要
不
急
の
外
出
、
夜
間
の
外
出
は
控
え
て

く
だ
さ
い

◆
外
出
す
る
と
き
は
3
つ
の
密
を
避
け
て
く

だ
さ
い

①
換
気
の
悪
い
密
閉
空
間

②
多
数
が
集
ま
る
密
集
場
所

③
間
近
で
会
話
や
発
声
を
す
る
密
接
場
所

◆
手
洗
い
、
う
が
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
励
行

し
て
く
だ
さ
い

◆
共
同
で
使
用
す
る
物
品
は
消
毒
を
行
っ
て
く

だ
さ
い

◆
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す

　

濃
厚
接
触
の
場
合
は
、
感
染
の
リ
ス
ク
が
高

ま
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
場
合
は
過
度
の
心

配
を
せ
ず
、
冷
静
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
場
所
は
感
染
の

リ
ス
ク
が
高
ま
り
ま
す

不
要
不
急
の
外
出
は
、
周
り
の
方
も

感
染
の
危
険
が
高
ま
り
ま
す

「
他
人
の
命
も
守
る
」と
い
う
こ
と

を
考
え
て
行
動
し
て
く
だ
さ
い

皆
さ
ん
へ
お
願
い

閣

皆様の行動が感染拡大の防止につながります。
ご協力をお願いいたします。
～　高根沢町新型コロナウイルス感染症対策本部　～

STAY HOME

濃
厚
接
触
と
は

①
必
要
な
感
染
予
防
を
せ
ず
に
手
で
触
れ
た
場

合
②
対
面
で
互
い
に
手
を
伸
ば
し
た
ら
届
く
距
離

（
目
安
と
し
て
1
メ
ー
ト
ル
）
で
、　

分
以
上

15

接
触
が
あ
っ
た
場
合

　

濃
厚
接
触
の
判
断
に
は
距
離
の
近
さ
、
時
間

の
長
さ
が
重
要
な
要
素
と
な
り
ま
す
。

※
食
事
を
一
緒
に
し
た
り
、
マ
ス
ク
を
外
し
た

状
態
で
距
離
を
置
か
ず
に
会
話
し
た
場
合
な

ど
は
、
濃
厚
接
触
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

※
同
じ
部
屋
に
い
て
も
、
換
気
が
さ
れ
て
い
る
、

距
離
を
保
て
て
い
る
、
直
接
接
触
が
な
い
場

合
な
ど
は
濃
厚
接
触
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

◆
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
相

談
窓
口

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る
専

門
の
相
談
窓
口
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

◆
相
談
先

○
栃
木
県
電
話
相
談
窓
口（
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
）

　
　

☎
0
5
7
0
・
0
5
2
・
0
9
2

※
土
日
、
祝
日
も　

時
間
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

24

〇
栃
木
県
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー

（
県
北
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
）

☎
0
2
8
7
・
2
2
・
2
6
7
9

　

受
付　
（
平
日
）
8
時　

分
～　

時　

分

30

17

15

〇
厚
生
労
働
省
の
電
話
相
談（フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

☎
0
1
2
0
・
5
6
5
6
5
3

　

受
付　

9
時
～　

時
21
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　町新型コロナウイルス感染症対策本部では、行事・イベント等への対応について次のとお
り決定しました。（　月17日）4

・町主催の行事・イベント等は　月30日（水）まで自粛し、関連団体等主催の行事・イベン9
ト等についても中止や自粛を要請します。
・図書館（中央館・仁井田分館・上高分館）、児童館（みんなのひろば・きのこのもり）は
　月31日（日）まで閉館期間を延長します。5

・町有施設（学校施設含む）、歴史民俗資料館、福祉センター、タウンセンター、ちょっ蔵
ホール、町民ホールは　月30日（水）まで閉館・貸出中止期間を延長します。9
・エコ・ハウスたかねざわの一部利用を休止します
　通常どおり利用できる施設・・・資源ごみ回収ステーション
　利用を休止している施設・・・・リサイクルショップ（展示情報室）（　月　日（木）まで）5 7
　　　　　　　　　　　　　　　　研修室（会議室）の貸出（　月30日（水）まで）9
・窓口延長業務を　月20日（月）から　月30日（水）まで休止します。4 9
・町の総合健診は　月末まで中止します。6

※行事・イベントや施設利用に関する問合せは、担当課や各施設に直接確認してください。

町新型コロナウイルス感染症対策本部からのお知らせ

新型コロナウイルス感染症予防に伴う行事・イベント等への対応について

Information

【国保】新型コロナウイルス感染症に伴う傷病手当金を支給します
　町国民健康保険では、新型コロナウイルス感染拡大防止対策の一環として傷病手当金を支
給します。
　対象は、国民健康保険の被保険者かつ被用者のうち、新型コロナウイルスに感染もしくは
感染が疑われる方です。
　なお、支給を受けるためには申請が必要です。申請を希望される場合は、必ず住民課保険
年金係に事前に電話でお問い合わせください。
【問合せ先】住民課　保険年金係　緯６７５・８１４１

環境課からのお知らせ
◆美化キャンペーン中止のお知らせ
　毎年　月に実施している町内一斉清掃「美化キャンペーン」は、新型コロナウイルス感染5
　症予防のため、中止します。
◆資源ごみ回収イベント中止のお知らせ
　毎年　月に実施している「古着古布・廃食用油・小型家電」回収イベントは、新型コロナ6
　ウイルス感染症予防のため、中止します。
　環境課とエコ・ハウスたかねざわで随時回収していますのでご利用ください。
【問合せ先】環境課　緯６７５・８１０９

◆問合せ先 　保健センター　緯６７５・４５５９
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「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
緊
急
支
援
資
金
」を

創
設
し
ま
し
た

おしらせ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
い
る
町
内
中
小
企
業
者
を

対
象
と
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
緊
急
支
援
資
金
」
を
創
設
し
ま
し

た
。

制
度
の
主
な
概
要

◆
資
金
使
途　

運
転
資
金

◆
融
資
限
度
額　

1
埀
0
0
0
万
円

◆
貸
付
期
間　

7
年
以
内
（
据
置
1
年

以
内
）

◆
利
率　

1
・
0
％

◆
保
証
料　

全
額
補
助

◆
利
子
補
給　

借
入
金
完
済
後
に
町
が

全
額
補
助
（
延
滞
金
及
び
期
間
延
長

に
係
る
も
の
は
除
く
）

◆
対
象
者　

町
内
で
事
業
を
営
む
資
本

金
2
埀
0
0
0
万
円
以
下
、
ま
た
は

常
時
使
用
す
る
従
業
員
が　

人
以
下

20

の
法
人
ま
た
は
個
人

◆
資
格
要
件　

次
の
①
～
③
の
全
て
の

要
件
を
満
た
し
、
④
～
⑥
の
い
ず
れ

か
の
要
件
に
該
当
す
る
方

①
町
税
に
滞
納
が
な
い
方

②
原
則
と
し
て
、
町
内
で
1
年
以
上
継

続
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
る
こ
と

※
（
新
規
創
業
事
業
者
等
へ
の
運
用
緩

和
あ
り
）

③
資
金
の
貸
付
実
行
が
令
和
3
年
3
月

　

日
ま
で
に
決
定
と
な
る
方

31

子
育
て
に
関
す
る
相
談
窓
口
を
ご
紹
介
し
ま
す

頑
張
り
過
ぎ
ず
、
1
人
で
抱
え
込
ま
な
い
よ
う
、
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い

④
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
を
受
け
て
、
直
近
一
ヶ
月
の
売
上

高
等
が
前
年
同
月
に
比
較
し
て
5
％

以
上
減
少
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の

後
の
2
ヶ
月
を
含
む
3
ヶ
月
間
の
売

上
高
等
が
5
％
以
上
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
る
方

⑤
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
保
証
4
号
ま
た

は
5
号
に
つ
い
て
町
長
の
認
定
を
受

け
た
方

⑥
危
機
関
連
保
証
に
つ
い
て
町
長
の
認

定
を
受
け
た
方

◆
申
請
方
法　

所
定
の
融
資
申
請
書
の

他
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
影
響
に
つ
い
て
「
営
業
状
況

調
書
」
に
記
入
し
、
金
融
機
関
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

※
金
融
機
関
の
審
査
が
あ
り
ま
す
。
町

内
の
金
融
機
関
に
直
接
ご
相
談
・
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

◆
取
扱
金
融
機
関

　

・
足
利
銀
行
宝
積
寺
支
店

　

・
栃
木
銀
行
宝
積
寺
支
店

　

・
烏
山
信
用
金
庫
宝
積
寺
支
店

◆
問
合
せ
先　

産
業
課

☎
6
7
5
・
8
1
0
4

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防

対
策
の
一
環
で
外
出
自
粛
の
要
請
が
な

さ
れ
る
中
、
今
ま
で
の
生
活
が
一
変
し
、

日
々
の
生
活
に
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
て
い

ま
せ
ん
か
？

　

イ
ラ
イ
ラ
し
て
・
・
・
つ
い
つ
い
子

ど
も
や
配
偶
者
に
き
つ
く
当
た
っ
て
し

ま
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　

そ
ん
な
と
き
は
、
無
理
を
し
過
ぎ
て

い
な
い
か
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
『
ち
ょ
っ
と
疲
れ
た
な
ぁ
』『
ち
ょ
っ

と
話
を
聞
い
て
ほ
し
い
な
ぁ
』
と
感
じ

た
ら
・
・
・
我
慢
し
な
い
こ
と
が
大
切

で
す
。
み
な
さ
ん
に
は
、
身
近
に
相
談

で
き
る
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
か
？

　

相
談
窓
口
を
活
用
し
、『
3
つ
の
「
な

い
」
①
た
め
込
ま
な
い
②
ひ
と
り
で
悩

ま
な
い
③
抱
え
込
ま
な
い
』
を
心
が
け

ま
し
ょ
う
‼

◆
相
談
窓
口

①
N
I
K
O
♥
N
I
K
O
子
育
て
相
談

室

　
　

☎
6
7
5
・
4
5
5
9

　

保
健
師
等
の
専
門
職
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

②
こ
ど
も
み
ら
い
課

　
　

☎
6
7
5
・
6
4
6
6

　

こ
ど
も
相
談
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

③
学
校
教
育
課

　
　

☎
6
7
8
・
6
6
6
7

　

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー

ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。

④
児
童
館
・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　

み
ん
な
の
ひ
ろ
ば

　
　

場
所
：
宝
積
寺
1
1
4
5
番
地
1

　
　

☎
6
8
0
・
1
3
1
1

　

き
の
こ
の
も
り

　
　

場
所
：
石
末
2
2
4
7
番
地
2

　
　

☎
6
7
5
・
2
1
5
0

　

れ
ん
げ
そ
う

　
　

場
所
：
太
田
6
2
5
番
地
3

　
　

☎
6
7
6
・
1
9
5
5

　

ひ
な
た
ぼ
っ
こ

　
　

場
所
：
宝
積
寺
2
0
6
2
番
地
1

　
　

☎
6
7
8
・
9
7
1
7

⑤
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

→
☎
1
8
9
（
イ
チ
・
ハ
ヤ
・
ク
）

⑥
D
V
相
談
は
こ
ち
ら
か
ら

　

→
と
ち
ぎ
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

　
　

☎
6
6
5
・
8
7
2
0

（
平
日
9
時
～　

時
・
土
日
9
時
～　

20

16

時
）

些
細
な
こ
と
で
も
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

◆
本
記
事
に
関
す
る
問
合
せ
先

　

こ
ど
も
み
ら
い
課　

☎
6
7
5
・
6
4
6
6
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
よ
り
、
4
月　

日
、
栃
木
県

16

に
も
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
ま
し

た
。

　

高
齢
者
、
喫
煙
者
や
、
糖
尿
病
、
心

疾
患
な
ど
の
基
礎
疾
患
を
お
持
ち
の
人

は
、
感
染
症
が
重
症
化
し
や
す
い
た
め
、

十
分
に
注
意
が
必
要
で
す
。
た
だ
、
感

染
を
恐
れ
る
あ
ま
り
、
家
の
中
に
閉
じ

こ
も
り
が
ち
に
な
り
、
活
動
量
が
減
少

す
る
こ
と
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、
も
の
忘
れ
が
増
え
た
り
、

転
び
や
す
く
な
っ
た
り
、
身
の
周
り
の

生
活
動
作
が
行
い
に

く
く
な
っ
た
り
し
、

「
フ
レ
イ
ル（
虚
弱
）」

が
進
む
恐
れ
が
あ
り

ま
す
。

♦
フ
レ
イ
ル
（
虚
弱
）
と
は

・
筋
力
が
低
下
し
、
筋
肉
や
骨
な
ど
の

運
動
機
能
が
衰
え
る
こ
と

・
歯
や
舌
、
口
周
り
の
筋
肉
、
喉
な
ど

の
食
べ
る
機
能
が
衰
え
る
こ
と

・
無
気
力
に
な
り
、
う
つ
傾
向
に
な
っ

た
り
、
認
知
機
能
が
低
下
し
た
り
す

る
精
神
的
な
衰
え
の
こ
と

　

フ
レ
イ
ル
が
進
む
と
、
体
の
回
復
力

や
抵
抗
力
が
低
下
し
、
感
染
症
が
重
症

化
し
や
す
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
フ
レ

イ
ル
を
予
防
し
、
抵
抗
力
を
下
げ
な
い

こ
と
が
重
要
で
す
。

♦
自
宅
で
も
運
動
を
行
い
、
筋
力
低
下

を
予
防
し
ま
し
ょ
う

①
膝
の
曲
げ
伸
ば
し
運
動

☆
ポ
イ
ン
ト

・
両
足　

回
ず
つ
行
う

10

・
ゆ
っ
く
り
曲
げ
伸
ば
し
を
行
う

・
伸
ば
し
た
際
に
5
～　

秒
止
め
る

10

　

太
も
も
の
筋
肉
が
よ
り
鍛
え
ら
れ
ま

す
。

②
も
も
上
げ
運
動

☆
ポ
イ
ン
ト

・
左
右
交
互
に　

回
繰
り
返
す

10

・
反
動
は
つ
け
な
い
で
行
う

③
つ
ま
先
・
か
か
と
の
上
下
運
動

（
転
倒
予
防
に
効
果
的
）

☆
ポ
イ
ン
ト

・　

回
ず
つ
行
う

10

　

さ
ら
に
、
膝
の
後
ろ
を
抱
え
て
、
足

首
を
回
す
運
動
も
転
倒
予
防
に
効
果

的
で
す
。

◎
ラ
ジ
オ
体
操
は
、
全
身
を
使
っ
た
運

動
な
の
で
、
体
の
先
ま
で
伸
ば
す
こ

と
で
、
と
て
も
良
い
運
動
に
な
り
ま

す
。

♦
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を
し
、
免
疫

力
を
維
持
し
ま
し
ょ
う

　

特
に
、
体
を
作
る
大
切
な
栄
養
素
は
、

た
ん
ぱ
く
質
で
す
。
肉
や
魚
、
卵
、
大

豆
類
な
ど
を
積
極
的
に
摂
取
し
ま
し
ょ

う
。（
※
食
事
の
制
限
を
受
け
て
い
る

人
は
、
か
か
り
つ
け
医
の
指
示
に
従
っ

て
く
だ
さ
い
。）

♦
口
の
中
を
清
潔
に
し
、
口
周
り
の
筋

力
を
保
つ
こ
と
が
大
切
で
す

　

毎
食
後
と
寝
る
前
の
歯
磨
き
、
義
歯

の
清
掃
も
重
要
で
す
。
ま
た
、
口
の
周

り
の
筋
肉
を
保
つ
た
め
に
、
電
話
を
す

る
こ
と
や
歌
を
歌
う
こ
と
、
早
口
言
葉

や
パ
タ
カ
ラ
体
操
も
オ
ス
ス
メ
で
す
。

　

パ
タ
カ
ラ
体
操
と
は
、「
パ
タ
カ
ラ

パ
タ
カ
ラ
」「
パ
パ
パ
パ
」「
タ
タ
タ
タ
」

と
発
声
す
る
こ
と
で
、
自
然
と
口
周
り

の
筋
肉
や
舌
な
ど
が
使
わ
れ
、
口
の
体

操
に
な
り
ま
す
。

Information

新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に

負
け
な
い
体
を

作
り
ま
し
ょ
う
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おしらせ

町
を
守
る
消
防
団
が
新
体
制
へ

消
防
団
執
行
部
と
分
団
長
を
紹
介
し
ま
す

　

4
月
か
ら
新
体
制
と
な
っ
た
町
消
防

団
の
執
行
部
及
び
分
団
長
を
紹
介
し
ま

す
。
高
根
沢
町
消
防
団
は
執
行
部
を
中

心
と
し
た
本
部
分
団
と
町
内
の
各
地
区

を
管
轄
と
す
る
8
つ
の
分
団
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
林
修
団
長
を
始
め
2
2
4
人
の
消

防
団
員
は
「
自
分
た
ち
の
町
は
自
分
た

ち
で
守
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
普
段
は

他
の
仕
事
を
し
な
が
ら
、
火
災
や
自
然

災
害
等
の
有
事
の
際
に
は
災
害
現
場
に

駆
け
つ
け
、
消
火
活
動
や
救
出
活
動
を

行
い
、
日
々
住
民
の
生
命
と
財
産
を

守
っ
て
い
ま
す
。

い
ざ
と
い
う
時
の
た
め
に
!

A
E
D
協
力
事
業
所
の
登
録
制
度

①
団
長　
　
　
 
小 こ 
林 　ばやし
 
修 　

（
文
挾
）

お
さ
む

②
副
団
長　
　
 
古 ふる 
郡 こおり　
 
隆  
行 
（
桑
窪
）

た
か 
ゆ
き

③
副
団
長　
　
 
古  
口 　
 
哲  
也 
（
下
柏
崎
）

こ 

ぐ
ち 

て
つ 

や

④
本
部
長　
　
 
金  
枝 　
 
宣  
孔 
（
中
阿
久
津
）

か
な 
え
だ 

の
ぶ 
よ
し

⑤
副
本
部
長　
 
小  
池 　
 
英  
行 
（
花
岡
）

こ 

い
け 

ひ
で 
ゆ
き

⑥
本
部
次
長
兼
本
部
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
蓮  
沼 　
 
和  
博 
（
上
高
根
沢
）

は
す 
ぬ
ま 

か
ず 
ひ
ろ

⑦
本
部
次
長　
 
齋  
藤 　

さ
い 
と
う

 
諭 　

（
平
田
）

さ
と
し

⑧
本
部
次
長　
 
小  
野  
口  
好  
秀 
（
文
挾
）

お 

の 

ぐ
ち 
た
か 
ひ
で

⑨
本
部
次
長　
 
岡  
村 　
 
達  
弥 
（
太
田
）

お
か 
む
ら 

た
つ 

や

⑩
本
部
次
長　
 
阿  
久  
津  
貴  
司 
（
飯
室
）

あ 

く 

つ 

た
か 

し

⑪
本
部
次
長　
 
常  
盤 　
 
喬  
也 
（
光
陽
台
）

と
き 

わ 

た
か 

や

⑫
第
一
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
永  
井 　
 
秀  
和 
（
上
高
根
沢
）

な
が 

い 

ひ
で 
か
ず

⑬
第
二
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
鈴  
木 　
 
宏  
明 
（
花
岡
）

す
ず 

き 

ひ
ろ 
あ
き

⑭
第
三
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
植  
木 　
 
宏  
典 
（
中
柏
崎
）

う
え 

き 

ひ
ろ 
の
り

⑮
第
四
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
篠  
﨑 　
 
孝  
光 
（
伏
久
）

し
の 
ざ
き 

た
か 
み
つ

⑯
第
五
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
上  
野 　
 
太  
平 
（
宝
石
台
）

う
え 

の 

た
い 
へ
い

⑰
第
六
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
小 こ 
林 ばやし　
 
賢  
一 
（
中
阿
久
津
）

け
ん 
い
ち

⑱
第
七
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
小  
島 　
 
敬  
介 
（
大
谷
）

こ 

じ
ま 

け
い 
す
け

⑲
第
八
分
団
長

　
　
　
　
　
　
 
小 こ 
林 ばやし　
 
正  
人 
（
石
末
）

ま
さ 

と

　

A
E
D（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

が
設
置
さ
れ
、
使
用
方
法
等
の
知
識

を
有
す
る
従
業
員
が
い
る
事
業
所
等

を「
高
根
沢
町
A
E
D
協
力
事
業
所
」

と
し
て
登
録
し
ま
す
。

◆
登
録
要
件

①
営
業
時
間
中
、
事
業
所
周
辺
で
救

命
処
置
を
必
要
と
す
る
傷
病
者
が
発

生
し
た
場
合
に
、
A
E
D
の
貸
出
し

が
出
来
る
こ
と
。

②
消
防
機
関
等
が
実
施
す
る
普
通
救

命
講
習
の
修
了
者
ま
た
は
A
E
D
の

取
扱
い
の
知
識
を
有
す
る
従
業
員
等

が
所
属
し
て
い
る
こ
と
。

③
A
E
D
の
登
録
に
関
す
る
情
報
の

公
表
に
同
意
す
る
こ
と
。

④
A
E
D
は
、
A
E
D
設
置
事
業
所

が
適
正
に
管
理
し
、
使
用
後
も
そ
の

責
任
に
お
い
て
整
備
す
る
こ
と
。

◆
登
録
方
法

　

登
録
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。
登

録
要
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
ま
す
の
で
、
地
域
安
全
課
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先　

地
域
安
全
課

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

① ②③ ④

⑥

⑤

⑦ ⑧⑨ ⑩

⑫

⑪

⑬⑭⑮
⑯

⑰⑱⑲
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Information

～
昨
年
の
栃
木
県
内
被
害
総
額
は
3
億
円
以
上
!
～

特
殊
詐
欺
等
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

特
殊
詐
欺
等
被
害
防
止

対
策
機
器
設
置
補
助
金

　

町
内
で
購
入
し
た
対
策
機
器
を
設
置

す
る
人
に
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

◆
対
象
者

　

町
内
在
住
の　

歳
以
上
の
人
で
、
本

65

人
と
同
一
世
帯
の
家
族
が
町
税
を
滞
納

し
て
い
な
い
人

◆
助
成
額

　

詐
欺
対
策
機
能
付
き
電
話
機
器
、
ま

た
は
固
定
電
話
に
接
続
す
る
自
動
応
答

録
音
装
置
の
購
入
経
費
の
2
分
の
1
の

額
（
上
限
3
，
0
0
0
円
）

※
千
円
未
満
切
り
捨
て

◆
申
請
方
法

　

機
器
の
購
入
前
に
地
域
安
全
課
に
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
購
入
後
は
、

次
の
書
類
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
申
請
書
（
地
域
安
全
課
で
配
布
）

②
領
収
書
（
原
本
）

③
購
入
し
た
機
器
の
カ
タ
ロ
グ
等

④
補
助
金
の
振
込
先
の
通
帳
の
写
し

◆
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

情
報
伝
達
訓
練
を
実
施
し
ま
す

J
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

　

J
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス

テ
ム
）
は
、
国
が
発
表
す
る
「
地
震
に

関
す
る
情
報
」
や
「
武
力
攻
撃
事
態
等

に
関
す
る
国
民
保
護
情
報
」
や
「
気
象

特
別
警
報
」
と
い
っ
た
緊
急
情
報
を
、

衛
星
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
用
い
て
受

信
し
、
自
動
的
に
町
の
防
災
行
政
無
線

か
ら
放
送
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

防
災
行
政
無
線
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓

練
を
実
施
し
ま
す

　

弾
道
ミ
サ
イ
ル
発
射
等
の
緊
急
事
態

に
備
え
、
情
報
伝
達
訓
練
を
今
年
度
は

計
3
回
行
い
ま
す
。

　

こ
の
情
報
伝
達
訓
練
は
、
全
国
一
斉

に
行
わ
れ
ま
す
。
当
日
は
防
災
行
政
無

線
か
ら
試
験
放
送
が
放
送
さ
れ
ま
す
。

◆
訓
練
日
及
び
時
間

　

5
月　

日
（
水
）、　

月
7
日
（
水
）、

20

10

　

2
月　

日
（
水
）

17

　
　

時
か
ら
放
送
し
ま
す
。

11
◆
問
合
せ
先　

地
域
安
全
課

緯
6
7
5
・
8
1
1
0

実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報
保
護
制
度

◆
情
報
公
開
制
度

　

開
か
れ
た
町
政
を
推
進
す
る
た
め
、

町
が
保
有
す
る
情
報
を
、
町
民
の
皆
さ

ん
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
制
度
で

す
。

◆
個
人
情
報
保
護
制
度

　

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
取
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
を
定
め
、
自
己
情
報

を
そ
の
本
人
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す

る
制
度
で
す
。

　

町
情
報
公
開
及
び
個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
公
開
請
求
さ

れ
た
公
文
書
の
公
開
・
非
公
開
の
状
況

等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
情
報
公
開
請
求
等
の
概
要
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
ト
ッ
プ
▼
行
政
情

報
▼
情
報
公
開
）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

総
務
課

緯
6
7
5
・
8
1
0
1

《令和元年度における実施状況》
◆情報公開請求と処理の状況
　・請求件数　30件

　　件の請求に対し、複数の処理を行うことがあるた1
め、数が一致しないことがあります。

◆自己情報開示請求　　件1

◆不服申し立て　　件0

◆実施機関（請求先）の内訳

　記載がない機関については、請求がありませんでした。

不存在非公開部分公開公開
 7件 1件 7件18件

情報公開請求実施機関
20件町長
 5件教育委員会
 3件議会
 1件監査委員事務局
 1件農業委員会
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おしらせ

性別

男性
42.2％

女性
56.6％

無回答
1.1％

年齢
20代
10.1％

70歳以上
24.9％

60代
19.4％

50代
15.1％

40代
16.7％

30代
13.5％

世帯構成

家族に中学生
以下の子どもが
いる世帯
24.4％

家族に65歳以上の
高齢者がいる世帯

43.5％

その他の
世帯
24.3％

単身（ひとりぐらし）世帯
7.6％

学区

阿久津小学校区
30.7％

西小学校区
22.5％

中央小学校区　15.8％

北小学校区
9.2％

東小学校区
12.0％

不明
1.7％

上高根沢小学校区
7.7％

令和　年　月に、20歳以上の町民2,000人を対象として2 2
実施した住民意識調査の結果（概要）をお知らせします。

回答数：906人　　回答率：45.3％

　住民意識調査について・・・　　　　　　　　　　　　　　　
　平成28年度に「高根沢町地域経営計画2016」を策定し、前期　5
年間の「前期計画」は、　 年目を迎えます。5
　住民意識調査は、前期計画に対する皆様の評価を兼ねて改めて
調査を行ったもので、令和　年度から始まる次期　年間の「後期3 5
計画」策定の参考にさせていただきます。

アンケートへご協力、ありがとうございました。

（アンケート結果の詳細や分析結果は、町ホームページ等でお知
らせします。）

住
民
意
識
調
査
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す

回　

答　

者　

の　

構　

成

※比率の合計は、端数処理（小数点第　位以下切捨て）により100％になりません。2
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Information

愛着を
感じている
45.5％

愛着を
感じている
49.7％ 少し愛着を

感じている
33.1％

少し愛着を
感じている
30.3％

さほど愛着を
感じていない

15.3％

愛着を感じていない
4.9％

未回答
0.9％

さほど愛着を
感じていない

15.3％

愛着を感じていない
3.8％

未回答
0.8％

今回調査結果前回（平成25年度）調査結果

「愛着を感じている」、「少し愛着を感じている」を合わせると約80％を占めました。

町 民 の 皆 さ ん の 「 ま ち へ の 愛 着 度 」

町 民 の 皆 さ ん の 「 実 感 度 」　 ト ッ プ10

実感度生　　活　　課　　題

71.1%安定的に安心して、水道が使える

45.7％ごみの分別や環境教育等、地球環境に配慮した取組が進んでいる

37.2％町図書館の蔵書が充実している

27.2％多様化する消費生活に対応した、相談窓口やサービスが充実している

26.8％公共施設（学校、町民体育館等）が、安全で安心して利用できる

25.4％子どもたちは、のびのびと育っている

25.4％子どもたちは、元気に健康的な生活をしている

23.9%食生活や生活習慣病予防、健康診断等、健康づくりの環境が整っている

23.5%子育てをするうえで、児童館や保育園などの施設が利用しやすい

18.2%子育てをするうえで、経済的支援が充実している

　「地域経営計画2016」に掲げる40の施策について、実感度（「そう感じている」人の割合
―「そう感じていない」人の割合）を調査した結果、
「安定的に安心して、水道が使える」が71.1％と最も高く、次いで、「ごみの分別や環境教
育等、地球環境に配慮した取組が進んでいる」が45.7％、「町図書館の蔵書が充実している」
が37.2％でした。
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おしらせ

　今後　年間で、町が優5
先して取り組むべきと思
う施策については、「高
齢者への支援・受入施設
の充実」、「町の賑わい創
出・活性化」、「子ども・
子育て支援の充実」が上
位を占める結果となりま
した。

子どもたちの交通事故・防犯対策

子育てにおける経済的支援の充実

町の賑わい創出・活性化

高齢者の受入施設の充実

高齢者への支援の充実

交通事故・防犯対策

道路・橋の安全対策

子どもたちの豊かな心の育成

公共交通の整備

道路網の整備

300（件）250200150100500
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203
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256

282
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154

163

186

187

「 町 が 特 に 優 先 し て 取 組 む べ き 施 策 」　 ト ッ プ10

■子ども・教育・生涯学習分野
　・住みやすい環境だと思うが、具体的な施策の情報が乏しい。
　・子育てにおける親の不安・ストレスに対する支援を充実させてほしい。
　・小学校でクラス替えができない。統廃合を含め学校の在り方を検討するべき。
　・子育てにおける経済的支援が充実しており、恵まれた状況であると思う。

■住民生活・福祉・環境分野
　・高齢者に対する生活支援やサービスを充実させてほしい。
　・高齢者がいきいきと生活できるよう、健康増進策を充実させてほしい。
　・宇都宮市に近く、利便性が良い。より住みやすい町にしてほしい。

■都市整備・上下水道・産業分野
　・市街地の道路が狭い。歩行者に配慮した道路網の整備を進めてほしい。
　・キリンビールの跡地の利用促進・企業の誘致等地域活性化を図ってほしい。
　・おいしい農産物がいっぱいあるので、日本中に広めてほしい。
　・宝積寺駅前の賑わい創出が町の活性化につながっている。

■町政運営・地域自治・地域安全分野
　・災害に強い町にしてほしい。
　・情報をどのように伝え、周知させるかが課題。発信力を向上させてほしい。
　・免許自主返納後の代替交通として、デマンドバスの利便性を向上させてほしい。
　・犯罪や事故の少ない、子どもたちにとって安全、安心な町づくりをしてほしい。

　今回の調査に寄せられたご意見などは述べ315件ありました。内容は実に様々であり、町民
の皆さんの行政に対する関心や期待の大きさを感じるとともに、皆さんの生活において充足で
きていない部分をご指摘いただくことができました。
　その一部を紹介します。（内容は要約しています。）

自 由 意 見 欄 へ の ご 意 見

住民意識調査・地域経営計画に関するお問い合わせは・・・
企画課　企画調整係　緯６７５・８１０２　Fax６７５・２４０９
e-mail: keiei@town.takanezawa.tochigi.jp
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▲栃木県庁での会見の様子

▲マニー株式会社が取得した土地
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今月の納期限

今月の口座振替

◆開庁時間
8 時30分から17時15分
※土・日・祝日・年末年
始はお休み

施設の略称・問合せ先
役場 ☎675-8100

改善センター ☎675-3175

保健センター ☎675-4559

福祉センター ☎675-4777

町民広場 ☎675-3175

町民ホール ☎675-3175

トレーニングセンター ☎675-3175

歴史民俗資料館 ☎675-7117

水道料金センター ☎675-5600

図書館中央館 ☎675-6531

図書館仁井田分館 ☎676-3155

図書館上高根沢分館 ☎680-1770

宝積寺タウンセンター ☎675-0984

児童館みんなのひろば ☎680-1311

児童館きのこのもり ☎675-2150

れんげそう ☎676-1955

道の駅たかねざわ　元気あっぷむら　☎676-1126

ちょっ蔵広場 ☎675-0004

エコ・ハウスたかねざわ  ☎680-2080

改

福

町

ホ

ト

民

水

タ

み

き

れ

元

工

ち

防災行政無線フリーダイヤル

でかくにん

ぼうさい      きんきゅう み    み

0120・43・9933
…健康 …役所 …図書館…学校文

★新型コロナウイルス感染症拡大予防から、9月30日まで月・金曜日の窓口延長業務を休止します。
★改善センター（町民広場）で週休日（土日）に実施していた日直業務も9月30日まで休止します。
★休日当番医を受診する場合は、事前に電話で連絡してください。

●5月 11日（月）
　学校給食費（5月分）
●5月 27日（水）
　水道料金（西部地区）
　下水道使用料（宝積寺処理区）
　保育料（5月分）

●6月 1日（月）
　軽自動車税

…休日当番医

木 金 土

仁
工休館

保

図

役

上

月

栄養相談（要申込）
受付13：30～ 保

7

14

21

28

1

8

15

22

29

2

9

1616

2323

3030

2

9

16

23

30

◆今月のごみ収集日（ゴールデンウィーク期間中も通常どおりごみの収集を行います。）
ペットボトル・
容器包装プラスチック古紙カン・ガラス・

不燃物資源びん燃えるごみ
生ごみ収集地区

11日（月）25日（月）18日（月） 4日（月）水・土宝積寺（西町・中台・宝上・宝中・宝下・石神・さぎのや）①

19日（火） 5日（火）26日（火）12日（火）月・木光陽台（宝積寺の一部を含む）・宝石台②

13日（水）27日（水）20日（水） 6日（水）水・土上高（南部・中部・東部・台の原・西根・金井）・栗ヶ島・
寺渡戸・中郷・太田・上太田③

13日（水）27日（水）20日（水） 6日（水）月・木桑窪・上柏崎・中柏崎・下柏崎・亀梨・大谷・上阿久津・
中阿久津・柳林・籠関・赤堀・笹原・向原・石末宿④

 7日（木）21日（木）14日（木）28日（木）火・金宝積寺（東町北区・東町南区・東町中区）・
フローラルアベニュー・石末（天神坂・石末原）⑤

22日（金） 8日（金） 1日（金）15日（金）月・木仁井田・東高谷・花岡・西高谷・飯室・文挾・伏久⑥

◆問合せ先　環境課　緯６７５・８１０９
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し の ーらく ダンレカ
日 月 火 水

中津川循環器科内科クリニック［宝積寺］
☎675-7521

菅又病院［花岡］　☎676-0311 近隣市町の休日当番の医療機関
をご利用ください

関根クリニック［光陽台］
☎612-7015

深澤クリニック［平田］
☎676-0671

菅又病院［花岡］　☎676-0311越井クリニック［光陽台］
☎680－1133

振替休日こどもの日みどりの日憲法記念日

こども相談（要申込）
9：30～15：30

元休館
保

月月5

高根沢中央病院［光陽台］
☎675-1133

元休館工休館

工休館

工休館

（住民基本台帳より）

世帯数
人　口

男）内（ 
       女

世帯
人
人
人

12,462
29,440
15,401
14,039

前月比
＋ 5
－75
－35
－40町のうごき

令和2年4月1日現在

3

10

17

24

31

5

12

19

26

6

13

20

27

2

9

16

23

30

4

11

18

25

◆生涯学習関連施設の使用抽選休止について
　新型コロナウイルス感染症対策のため、公共
施設案内・予約システムの予約申込みと、毎月
の抽選予約の受付を停止させていただきます。
ご迷惑をおかけしますが、ご協力をお願いします。

新型コロナウィルス感染症予防に伴う町施設の閉館・貸出中止等について
◆　月31日（日）まで閉館5
　図書館（中央館・仁井田分館・上高分館）、児童館（みんなのひろば・きのこのもり）
◆　月30日（水）まで閉館・貸出中止9
　町有施設（学校施設含む）、歴史民俗資料館、福祉センター、タウンセンター、ちょっ蔵ホール、町民ホール
◆その他
　　月の乳幼児健診はすべて延期します。また、総合健診は　月末まで中止します。5 6

◆問合せ先　生涯学習課　緯６７５・３１９９
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おしらせ

コンビニ交付サービス
停止のお知らせ

案
内

　　月　日（土）～　月　日（水・5 2 5 6
振休）は、システムのメンテナン
ス作業のため、コンビニ交付サー
ビスの取り扱いができません。
◆問合せ先　住民課
　緯６７５・８１００

住基ネット関連機器の停止案
内

　住民基本台帳ネットワークシ
ステムの修正作業を行います。
　これに伴い下記の業務の取り
扱いができません。
◆期間　　月13日（水）5
◆停止業務
①マイナンバーカード関係業務
　・カード交付
　・カード更新手続き
　・カードを利用した転入届出
　・パスワードの変更等
②住民基本台帳カード関係業務
　・カードを利用した転入届出
　・パスワードの変更等
③公的個人認証サービス業務
④住民票の写しの広域交付等
◆問合せ先　住民課
　緯６７５・８１００

エコパークしおや
再生品の無料提供

案
内

　エコパークしおやでは、搬入
されたごみのうち、再利用でき
る再生品を希望者に無料で提供
する事業を行います。
◆申込対象者　18歳以上で高根
沢町、矢板市、さくら市、塩
谷町に在住の人
◆申込期間
　　月　日（木）～　月27日（水）5 7 5
　　時～12時9
　13時～16時30分
　※土日祝日除く。
◆申込方法　エコパークしおや
管理事務所で直接申込み
　※電話、郵送、代理での申し
込みはできません。

　※申込者が多数の場合は抽選
を行います。

◆問合せ先
　塩谷広域行政組合
　エコパークしおや管理事務所
　緯０２８７・５３・７３７０

令和　年度税証明の2
発行開始日

案
内

　今年度の所得証明書、課税証
明書、非課税証明書、住民税決
定証明書の発行は、次の日付か
ら可能になります。
◆町民税を給料から毎月納付し
ている場合（特別徴収）

　　月14日（木）から5
◆上記以外の人（普通徴収、年金
からの特別徴収、被扶養者）

　　月12日（金）から6
◆問合せ先　税務課
　緯６７５・８１０３

第16回栃木県障害者
スポーツ大会参加選手

募
集

◆開催日　　月27日（日）9
◆場所　栃木県総合運動公園
◆参加資格　今年　月　日時点4 1
で満12歳以上、かつ障害者手
帳を持っている人
◆申込期限　　月20日（水）5
◆申込先
　・選手団登録のある学校・施
設に所属する人は所属団体

　・上記以外の人は健康福祉課
　（緯６７５・８１０５）
◆問合せ先　県障害者スポーツ
協会　緯６２４・２７６１

ギャンブル等が原因で
借金に困っていませんか？

案
内

　5月14日（木）～5月20日（水）
はギャンブル等依存症問題啓発
週間です。
　本人、家族、関係者等からの
相談（通常の借金相談も可）を
受け付けています。
◆日時　平日
　　　　　時30分～17時8
◆相談方法　電話または面談
◆問合せ先　財務省関東財務局
　　　　　　宇都宮財務事務所
　緯０２８・６３３・６２９４

　町高齢者総合福祉計画・介護
保険事業計画に基づき、令和　2
年度に地域密着型特別養護老人
ホーム（29床ユニット型）の新
設整備を予定しています。
　整備法人の公募につきまして
は、　 月上旬に町ホームページ5
へ募集要項等の案内を掲載する
予定です。
◆問合せ先　健康福祉課
　緯６７５・８１０５

老人保健福祉施設の
新設整備のため整備法人
の公募を予定しています

案
内

有害鳥獣駆除実施に
ご協力ください

案
内

　農作物などの被害を未然に防
止するため、銃器による有害鳥
獣の駆除を実施します。
◆対象　カモ・カラス
◆日時　　月　日（木）、5 7
　　　　　日（金）、22日（金）8
◆時間　日の出から日没まで
◆区域　町全域
（市街化区域等の一部を除く）
◆方法　銃器による
　※実施日に外出や農作業をす
る際は、安全確保にご協力
ください。

◆問合せ先　町農作物広域共同防
除事業協議会（水田農業確立対策室）

　緯６７６・１４４１
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Information

寄付をいただきました報
告

たかねざわ愛の基金（敬称略）
◆匿名 1,000円
◆匿名 4,192円
　　月31日現在合計額3

　131,950,253円
フードバンク（敬称略）
◆匿名2人　麺類、調味料、菓
子類など食品90点13.8㎏
◆問合せ先　社会福祉協議会　
　緯６７５・４７７７

自衛隊一般曹候補生・
自衛官候補生募集

募
集

①一般曹候補生
◆受付期限　　月15日（金）5
◆応募資格
　日本国籍を有する18歳以上33
歳未満の人

②自衛官候補生
◆受付期間　随時募集
　※高等学校在学者は　月以降7
◆応募資格
　日本国籍を有する18歳以上33
歳未満の人

◆問合せ先
　自衛隊大田原地域事務所
　緯０２８７・２２・２９４０

　県子ども若者・ひきこもり総
合相談センター「ポラリス☆と
ちぎ」の出張相談を開催します。
　　人で悩まず相談してください。1
◆日時　　月20日（水）5
　　　　10時～16時
◆場所　改善センター
◆対象者　当事者と家族の方
◆申込み方法　前日までに電話
で予約をしてください。

◆申込み・問合せ先　健康福祉課
緯６７５・８１０５

ひきこもり相談相
談

◆日時　　月12日（金）6
　　　　　時30分～12時9
◆場所　福祉センター
◆定員　　人（　人30分程度）5 1
◆申込み　　月12日（火）　時か5 9
ら電話または来所にて申込み

◆申込み・問合せ先　社会福祉
協議会　緯６７５・４７７７

弁護士による無料法律相談相
談

生活援助従事者研修
通信課程を実施します

募
集

　「生活援助従事者研修」は、公
的資格です。修了後は、ヘル
パーとして訪問介護等の家事支
援で活躍できます。
◆研修日（土曜日）
　　月　日、11日、18日、25日、7 4
　　月　日、　 日、22日8 1 8
※22日は修了式です。
※その他、課題提出と移動介護
実習があります。

◆受講料　　万円4
　（町内在住の人は無料）
◆申込み・問合せ先
　グループたすけあいエプロン
　緯６７６・１１００

令和　年国勢調査の調2
査員を募集しています

募
集

　令和　年10月　日を基準日と2 1
して、国勢調査が実施されます。
町では約170人の調査員が必要
となるため、調査に従事してい
ただける方を募集しています。
未経験の方でも安心してご応募
ください。
◆調査員活動期間　
　令和　年　月下旬～10月2 8
◆応募要件
・原則満20歳以上の方
・調査で知り得た秘密を守れる方
・警察、選挙、税務に直接関係
のない方
・反社会的勢力に該当しない方
◆応募方法　申込用紙に必要事
項を記入し、応募してくださ
い。申込用紙は企画課に備え
置くほか、町ホームページか
らダウンロードできます。

◆申込み・問合せ先　企画課
　緯６７５・８１０２

県政世論調査に
ご協力ください

案
内

　この調査は、暮らしや県政へ
の要望などについて、皆さんが
日頃感じていることを伺い、県政
策の基礎資料とするために行うも
のです。ご協力をお願いします。
◆期間　　月25日（月）～5
　　　　　月16日（火）6
◆対象　県内在住の18歳以上の
方から2,000人を無作為抽出

◆実施方法　調査票を郵送
◆問合せ先　県広報課
　緯６２３・２１５８
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悪
質
商
法

騙
だ まだ ま

!!

さ
れ
な
い
で

一
人
で
悩
ま
ず
、
相
談
く
だ
さ
い
！

◆
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー（
産
業
課
内
）

緯
6
7
5
・
3
0
0
0

相
談
時
間　

9
時
～　

時
（
土
日

16

祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

◆
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
緯
1
8
8

◆
ネ
ッ
ト
で
お
金
の
ト
ラ
ブ
ル
に　
!?

『
課
金
ト
ラ
ブ
ル
』

◇
事
例
1　

無
料
だ
と
思
っ
て
ゲ
ー

ム
の
ア
プ
リ
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た

ら
高
額
の
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。

◇
事
例
2　

ど
う
し
て
も
欲
し
い

ゲ
ー
ム
の
ア
イ
テ
ム
が
有
料
だ
っ
た

の
で
、
お
小
遣
い
で
は
足
り
ず
親
の

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
こ
っ
そ
り

使
っ
て
し
ま
っ
た
。

◇
事
例
3　

ネ
ッ
ト
広
告
の
ア
ド
レ

ス
を
ク
リ
ッ
ク
し
た
ら
ア
ダ
ル
ト
サ

イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
し
ま
い
、

「
利
用
料
5
万
円
」を
請
求
す
る
メ
ー

ル
が
届
く
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

◆
ア
ド
バ
イ
ス

①
ア
プ
リ
等
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る

前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
!

　

無
料
だ
と
思
っ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

し
て
、
高
額
の
請
求
が
く
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
悪
質
な
誘
導
に
よ
る
詐

欺
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

②
有
料
ア
プ
リ
等
は
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

す
る
前
に
保
護
者
に
相
談
し
ま
し
ょ

う
! ネ

ッ
ト
と
上
手
に
付
き
合
お
う
!　

…
①

　
　
　
　
　

ネ
ッ
ト
で
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
…

　

ウ
イ
ル
ス
が
仕
込
ま
れ
た
不
正
ア

プ
リ
に
注
意
が
必
要
で
す
。
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
を
す
る
前
に
は
保
護
者
に
相

談
し
、
公
式
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
身
に
覚
え
の
な
い
請
求
は
無
視
!

メ
ー
ル
が
届
い
て
も
返
信
し
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
!

　

届
い
た
メ
ー
ル
な
ど
に
記
さ
れ
て

い
る
U
R
L
や
ア
プ
リ
に
表
示
さ
れ

て
い
る
バ
ナ
ー
広
告
を
不
本
意
に
ク

リ
ッ
ク
す
る
と
、
有
料
の
ペ
ー
ジ
に

誘
導
さ
れ
た
り
、
ウ
ソ
の
登
録
料
を

請
求
さ
れ
る
な
ど
詐
欺
被
害
に
遭
う

危
険
が
あ
り
ま
す
。
問
合
せ
や
連
絡

を
す
る
と
、
こ
ち
ら
の
情
報
を
与
え

て
し
ま
う
こ
と
に
も
な
り
ま
す
の
で
、

返
信
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

軽
自
動
車
を
所
有
し
て
い
る
皆
さ
ん

軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
お
知
ら
せ
で
す

おしらせ

軽
自
動
車
税
は

 
L
I
N
E
P
a
y  
で
も
納
付
で
き
ま
す

ラ
 

イ
 

ン
 

ペ
 

イ

　

軽
自
動
車
税
の
納
付
書
を
5
月　

日
11

（
月
）
に
発
送
し
ま
す
。
町
会
計
課
や

金
融
機
関
、
郵
便
局
や
コ
ン
ビ
ニ
の
ほ

か
、
L
I
N
E
P
a
y
で
も
納
付
で
き

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

詳
細
は
、
納
税
通
知
書
裏
面
を
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
期
限

　

6
月
1
日
（
月
）

◆
注
意
点

・
納
期
限
を
過
ぎ
た
場
合
は
L
I
N
E

P
a
y
、
コ
ン
ビ
ニ
、
ゆ
う
ち
ょ
銀

行
、
郵
便
局
で
の
納
付
は
で
き
ま
せ

ん
。
会
計
課
ま
た
は
金
融
機
関
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

・
住
所
、
名
義
等
が
変
わ
っ
た
場
合
は

変
更
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
L
I
N
E
P
a
y
で
納
付
し
た
場
合
、

車
検
用
納
税
証
明
書
が
発
行
さ
れ
ま

せ
ん
。
後
日
郵
送
に
て
送
付
さ
れ
ま

す
が
、
急
ぎ
必
要
な
方
は
税
務
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

障
が
い
の
あ
る
人
は

軽
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
ら
れ
ま
す

　

心
身
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
使
用
す

る
軽
自
動
車
、
ま
た
は
常
時
介
護
を
し

て
い
る
人
が
使
用
す
る
軽
自
動
車
の
税

金
が
1
台
に
限
り
減
免
に
な
り
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

防
止
の
た
め
、
郵
送
で
の
申
請
を
受

け
付
け
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
税

務
課
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◆
申
請
期
間

　

5
月　

日
（
火
）
～　

日
（
月
）

12

25

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手
帳
、

療
育
手
帳
ま
た
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳

②
運
転
免
許
証
と
申
請
す
る
軽
自
動
車

の
車
検
証

③
印
鑑

④
通
院
証
明
書
、通
勤
証
明
書（
体
が
不

自
由
な
人
の
た
め
に
使
用
す
る
場
合
）

⑤
今
年
度
の
納
税
通
知
書

◆
注
意
点

・
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
、
減
免
の
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
自
動
車
税
の
減
免
を
受
け
て
い
る
人

は
、
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）
の
減

免
申
請
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
申
請
・
問
合
せ
先　

税
務
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
3
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昭
和

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
男
性
の
皆
さ
ん

37

54

風
し
ん
抗
体
検
査
が
無
料
で
受
け
ら
れ
ま
す

　

風
し
ん
は
感
染
力
が
強
く
、
自
分
に

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
他
人
に
感
染
さ

せ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、
予
防
接
種
を
受
け
る
機
会
が

な
か
っ
た
昭
和　

年
4
月
2
日
か
ら
昭

37

和　

年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま
れ
た
男

54
性
は
、
風
し
ん
の
抗
体
保
有
率
が
低
い

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
理
由
に
よ
り
、
令
和
元

年
度
か
ら
令
和
3
年
度
ま
で
の
3
年
間

に
限
り
風
し
ん
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

を
無
料
で
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

あ
な
た
や
周
り
の
人
を
守
る
た
め
に
積

極
的
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

◆
対
象

　

町
に
住
民
登
録
が
あ
る
昭
和　

年
4

37

月
2
日
か
ら
昭
和　

年
4
月
1
日
の
間

54

に
生
ま
れ
た
男
性

※
今
年
度
は
、
昭
和　

年
4
月
2
日
か

37

ら
昭
和　

年
4
月
1
日
の
間
に
生
ま

47

れ
た
男
性
へ
、
抗
体
検
査
・
予
防
接

種
の
ク
ー
ポ
ン
券
を
4
月
に
発
送
し

ま
し
た
。

※
昭
和　

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和　

年

47

54

4
月
1
日
の
男
性
の
方
に
は
、
令
和

元
年
度
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
送
付
し
て

い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

保
健
セ
ン
タ
ー

　

緯
6
7
5
・
4
5
5
9

抗体検査・予防接種までの流れ
クーポン券が届きます

抗体検査（クーポン券、本人確認書類持参）

（風しんにかかる
リスクがあります）

抗体なし
（風しんへの抵抗力
があります）

抗体あり

予防接種を受け
ましょう。
（クーポン券、本人確
認書類、抗体検査結
果通知が必要です）

※抗体検査は指定医療機関で実施できます。
また、職場での健診や特定健診の際に抗体
検査が実施できる場合がありますので、勤
務先にご確認ください。

予防接種は必要
ありません。

成
人
式
は
民
法
改
正
後
も　

歳
で
実
施
!

20

　

令
和
4
年
の
4
月
以
降
か
ら
民
法
改

正
に
よ
り
成
年
年
齢
が　

歳
に
引
き
下

18

げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
、
高
根
沢

町
で
は
成
人
式
の
実
施
年
齢
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。
検
討
し
た
結
果
、
従
来

ど
お
り
、　

歳
を
対
象
と
し
て
実
施
す

20

る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

◆
新
た
な
名
称
に
つ
い
て　

未
定

　

方
法
も
含
め
、
今
後
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

◆
実
施
時
期　

1
月
3
日
（
予
定
）

　

対
象
者
へ
の
成
人
式
に
関
す
る
案
内

通
知
に
つ
い
て
は
、　

月
上
旬
を
目
安

11

に
送
付
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

生
涯
学
習
課

　

緯
6
7
5
・
3
1
7
5

木
造
住
宅
の
耐
震
補
助
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

木
造
住
宅
の
耐
震
化
を
一
層
促
進
す

る
た
め
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・
耐

震
改
修
・
耐
震
建
替
え
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

◆
耐
震
診
断

　

補
助
限
度
額
2
万
円

◆
補
強
計
画
策
定
及
び
耐
震
改
修
と
耐

震
建
替
え

　

補
助
限
度
額
1
0
0
万
円
（
耐
震
改

修
費
用
の
5
分
の
4
以
内
）

◆
補
助
対
象

　

昭
和　

年
5
月
以
前
に
建
て
ら
れ
た
、

56

賃
貸
を
目
的
と
し
な
い
木
造
2
階
建
て

以
下
の
住
宅
。

◆
そ
の
他

　

補
助
金
の
交
付
決
定
前
に
契
約
を
行

う
と
補
助
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
記
載
内
容
以
外
に
も
条
件
が

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
の
相
談
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

都
市
整
備
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
7
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5
月　

日
か
ら　

日
は

12

18

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
日　

活
動
強
化
週
間

〜
支
え
合
う　

住
み
よ
い
社
会　

地
域
か
ら
〜

民
生
委
員
・
児
童
委
員
っ
て
?

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
地
域
に

暮
ら
す
身
近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
生

活
上
の
心
配
ご
と
や
困
り
ご
と
、
医
療

や
介
護
、
子
育
て
の
不
安
な
ど
の
相
談

に
応
じ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
課
題

が
解
決
で
き
る
よ
う
、
行
政
や
専
門
機

関
へ
の「
つ
な
ぎ
役
」に
な
り
ま
す
。
ご

自
身
の
こ
と
、
ご
近
所
の
こ
と
で
何
か

困
り
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
民
生
委

員
・
児
童
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
か
ら
推
薦
を
受
け
、
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

で
す
。
町
で
は
主
任
児
童
委
員
（
※
）

を
含
む　

名
（
内
2
名
欠
員
）
の
方
が

53

各
地
域
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
地
域
の
民
生
委
員
・
児

童
委
員
を
知
り
た
い
と
き
は
健
康
福
祉

課
（
緯
6
7
5
・
8
1
0
5
）
へ
お
問

い
合
せ
く
だ
さ
い
。

※
主
任
児
童
委
員
は
、
担
当
地
域
を
持

た
ず
、
子
ど
も
や
子
育
て
に
関
す
る
支

援
を
専
門
に
担
当
し
て
い
ま
す
。

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
に
は
守
秘
義

務
が
あ
り
ま
す
。
相
談
内
容
が
他
の
人

に
知
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
心
配
ご
と
相
談
（
毎
月
2
回
実
施
）

・
時
間　
　

時
～　

時

10

14

・
場
所　

図
書
館
中
央
館

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

予
防
の
た
め
、
心
配
ご
と
相
談
は
休

止
し
て
い
ま
す
。
再
開
す
る
際
は
改

め
て
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
活
動

　

地
域
の
見
守
り
役
と
し
て
、
高
齢
者

や
障
が
い
者
世
帯
、
子
ど
も
た
ち
の
見

守
り
を
行
う
ほ
か
、
高
齢
者
の
居
場
所

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
サ
ロ
ン
の
運
営
、

地
域
課
題
・
福
祉
制
度
の
勉
強
会
、
民

生
委
員
・
児
童
委
員
の
啓
発
活
動
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成　

年
度
よ
り
「
民
協
農

29

園
」
を
開
始
し
、
町
民
生
児
童
委
員
協

議
会
で
栽
培
し
た
野
菜
を
一
人
暮
ら
し

高
齢
者
へ
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
問
合
せ
先　

健
康
福
祉
課

　

緯
6
7
5
・
8
1
0
5

◆
ご
近
所
の
気
に
な
る
こ
と
も
ご
相
談

く
だ
さ
い

　
「
毎
晩
、
怒
鳴
り
声
と
子
ど
も
の
鳴

き
声
が
す
る
」、「
最
近
、
ご
近
所
さ
ん

を
見
か
け
な
い
、
新
聞
が
何
日
も
た

ま
っ
て
い
る
」
等
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○妊娠・子育てのこと
○いじめ・虐待のこと

こんな悩みはありませんか ?
ひとりで悩まずに気軽にご相談ください。

○高齢の一人暮らしで不安
○介護のこと

○生活費がない
○健康・医療のこと

○障害者手帳の交付のこと
○福祉サービスのこと

▲啓発活動の一環として児童館イベント
に協力

▲サロンの参加者と健康体操▲「民協農園」で野菜づくり

おしらせ
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大清水　宏明
　4月から税務課に配属されました。町民の方々が安心
して生活ができるように貢献していきたいと思います。
まだまだ未熟者ではありますが、精一杯職務に励んでま
いりますので、よろしくお願いします。

鈴木　葵衣
　産業課商工観光係に配属されました。初めてのことば
かりで、不慣れな点も多いですが、生まれ育った高根沢
町をより魅力的な町にしていけるよう、精一杯尽力させ
ていただきますので、よろしくお願いします。

代表して意気込みを一言！

①
② ③ ④

⑥
⑤ ⑦

⑧ ⑨ ⑩

① 長 　 涼 
ちょう りょう

　（上下水道課）
② 福  澤 　 正  希 

ふく ざわ まさ き

　（健康福祉課）
③ 松  山 　 光流 

まつ やま ひかる

　（産業課）
④ 大  清  水 　 宏  明 

おお し みず ひろ あき

　（税務課）
⑤ 鈴  木 　 葵  衣 

すず き あお い

　（産業課）

私たちが新規採用職員です

⑥ 村  上 　 真  菜 
むら かみ ま な

　（のびのび保育園）
⑦ 多  田 　 帆  七  海 

た だ ほ な み

　（にじいろ保育園）
⑧ 渡  邉 　 夢  実 

わた なべ ゆめ み

　（保健センター）
⑨ 大  野 　 希  美 

おお の のぞ み

　（農業委員会事務局）
⑩ 高  野 　 陽  菜 

たか の ひ な

　（住民課）

Information



（2020・　月号）広報たかねざわ5 20

塩谷郡市
医師会
コラム

文芸
コーナー

column コラム

短
歌　

町
文
化
協
会
短
歌
会
選

ぼ
う
ぼ
う
の
草
を
刈
り
ゆ
く
シ
ル
バ
ー
の

　

手
際
の
よ
さ
よ
背
な
に
う
す
ら
陽 

君
島　

靜
子
（
花　

岡
）

秋
晴
れ
の
農
協
祭
は
賑
や
か
に

　
「
栃
木
の
星
」
の
輝
き
強
し 

塚
原
カ
ツ
エ
（
伏　

久
）

紅
葉
し
て
野
山
賑
う
放
映
を

　

見
つ
つ
楽
し
む
老
い
の
身
靜
か
に 

阿
久
津
フ
サ
ヨ
（
宝
積
寺
）

凍
て
つ
い
た
土
を
突
き
ぬ
け
並
び
い
る

　

水
仙
の
芽
の
青
き
か
が
や
き 

赤
羽　

孝
子
（
上
高
根
沢
）

今
年
よ
り
書
道
の
師
と
な
り
気
負
う
祖
母
は

　

甘
え
の
孫
と
戦
い
始
ま
る 

小
林　

信
子
（
宝
積
寺
）

川
柳　

町
文
化
協
会
川
柳
会
選　

目
配
せ
の
話
通
じ
る
マ
ス
ク
メ
ン 

鈴
木　

伍
郎
（
宝
積
寺
）

赤
信
号
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
遠
廻
り 

赤
羽　

清
昭
（
石　

末
）

悔
し
さ
を
夏
に
吐
き
出
せ
球
児
達 

山
本　
　

実
（
宝
積
寺
）

就
活
の
卵
に
試
練
コ
ロ
ナ
風 

後
藤
ま
も
る
（
太　

田
）

ま
た
も
出
る
想
定
外
で
言
い
逃
れ 

生
田
目
昭
夫
（
宝
積
寺
）

※
俳
句
の
掲
載
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、
町
文
化
協
会

俳
句
会
の
活
動
を
自
粛
し
た
た
め
、
5
月
号
の
掲
載
を
お
休
み
し

ま
す
。

作
品
募
集　

締
切
…
毎
月　

日　

提
出
先
…
企
画
課

25

　

作
品
の
掲
載
時
に
添
削
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
末
に
中
国
武
漢
で
始

ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
は
、
2
月
後
半
に

は
世
界
中
に
拡
大
、
3
月
に

は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
米
国
で
医

療
崩
壊
を
招
き
、
一
般
の
方

だ
け
で
な
く
多
く
の
医
療
関

係
者
も
犠
牲
に
な
る
な
ど
収

束
す
る
気
配
が
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
は
、

感
染
者
の
8
割
が
軽
症
ま
た

は
無
症
状
で
あ
る
た
め
、
本

人
が
知
ら
な
い
う
ち
に
周
囲

に
感
染
を
広
げ
る
ケ
ー
ス
が

多
い
事
で
す
。
感
染
拡
大
を

防
ぐ
た
め
に
は
、
密
閉
空
間

で
の
人
の
密
集
、
密
接
を
避

け
る
こ
と
が
重
要
で
、
外
出

の
自
粛
、
休
校
、
就
業
制
限

な
ど
の
社
会
生
活
を
制
限
す

る
措
置
を
と
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

ち
ょ
う
ど
1
0
0
年
ほ
ど

前
の
大
正
7
～
8
年
（
1
9

1
8
～
9
）
に
「
ス
ペ
イ
ン

風
邪
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

世
界
中
で
流
行
し
、
多
く
の

人
が
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
時
の
事
を
、
当
時
矢
板

町
（
現
矢
板
市
）
で
開
業
し

て
い
た
五
味
淵
伊
次
郎
医
師

が
『
大
正
7
・
8
年
の
世
界

的
流
行
性
感
冒
の
見
聞
録
』

と
し
て
書
き
残
し
て
い
ま
す
。

原
因
や
治
療
法
な
ど
が
わ
か

ら
な
い
中
で
地
域
の
人
々
の

命
を
救
う
た
め
に
奮
闘
し
苦

悩
す
る
五
味
淵
医
師
の
姿
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
治
療

に
苦
慮
し
て
い
る
現
在
の
医

療
者
に
重
な
り
ま
す
。
内
務

省
衛
生
局
の
記
録
で
は
、
当

時
も
「
咳
す
る
人
に
近
づ
く

な
」「
他
の
為
に
も
身
の
為
に

も
鼻
口
を
覆
へ
」「
マ
ス
ク
を

か
け
ぬ
命
知
ら
ず
」
な
ど
の

予
防
宣
伝
の
標
語
や
ポ
ス

タ
ー
が
張
り
出
さ
れ
、
マ
ス

ク
を
手
作
り
し
て
配
布
、
学

校
は
休
校
、
劇
場
や
興
行
は

中
止
と
な
る
な
ど
、
現
在
の

わ
れ
わ
れ
と
同
じ
状
況
で
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
と
の
闘
い
は
長
期
戦
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
お

り
、
引
き
続
き
、
手
洗
い
や

消
毒
を
徹
底
し
、
風
邪
な
ど

の
症
状
が
あ
る
時
は
周
囲
と

の
接
触
を
避
け
る
な
ど
周
囲

に
感
染
を
広
げ
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

外
に
出
ら
れ
な
い
期
間
が
長

く
な
る
た
め
に
、
運
動
不
足

に
も
な
る
で
し
ょ
う
し
、
ス

ト
レ
ス
も
た
ま
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
感
染
症
に
対
す
る

恐
怖
が
心
の
平
静
を
乱
す
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時

こ
そ
現
代
社
会
の
強
み
で
あ

る
I
C
T（
情
報
通
信
技
術
）

を
利
用
し
て
、
家
族
や
友
人

と
の
繋
が
り
を
深
め
、
普
段

と
は
異
な
る
有
意
義
な
時
間

を
過
ご
し
て
み
る
こ
と
を
お

勧
め
し
ま
す
。

岡
医
院　

院
長

　
　
　

岡　

一
雄
（
さ
く
ら
市
）

か
か
り
つ
け
医
の
こ
と
ば
第
1
回

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
の
付
き
合
い
方
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Town Topicsタウントピックス

　高根沢町のイメージソング「はばたこうみんな
の未来へ」の作詞者　船山虎夫さんの妻、美代さ
んから、同曲の歌詞が書かれた書を寄贈いただき
ました。
　この曲は平成　年に作成され、町は正午の時間5
に防災無線で放送しています。
　寄贈いただいた書は、町の歴史民俗資料館で活
用させていただきます。

はばたこうみんなの未来へ
　３月13日、株式会社セレモニー宝典取締役の荒
井貴大さんが役場を訪れ、町の感染症対策に役立
てていただきたいと、貴重なエタノール消毒液を
寄贈していただきました。
　今後寄贈いただいたエタノール消毒液は、図書
館や町民ホール、体育館など、多くの町民の皆さ
んが利用する施設の除菌対策等に活用していきま
す。

セレモニー宝典から消毒液の寄贈

　社会福祉法人恵友会理事長の古口保さんは、長
年にわたり障がい児者の暮らしを支えるため、地
域福祉の発展に尽力されています。その功績が認
められ、　 月に厚生労働大臣から表彰されました。2
　役場を訪れ、表彰を加藤公博町長に伝えた古口
さんは、「今後も障がい者の社会的自立の実現に
向け、活動を広めていきたい」と話していました。

古口保さんが厚生労働大臣表彰を受賞 農協女性会からマスクの寄贈
　４月10日、JAしおのや女性会から、町内の小学
校児童分に相当する、1,500枚のマスクを寄贈して
いただきました。マスクはミシンを使って手作り
したもので、洗うことで再利用が可能です。
　女性会会長の大野文子さんは「新型コロナウイ
ルス対策として、子どもたちに使っていただきた
い」と話し、受け取った加藤公博町長は「貴重な
マスクであり、とても感謝しています」とお礼を
述べました。
　寄贈いただいたマスクは小学校に届けられ、そ
の後児童一人一人に配られます。
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文化財
コラム

本

図
書
館
コ
ー
ナ
ー

5
月
の
展
示

「
明
る
く
!
元
気
な
本
を
読
も
う
!
」

　

4
月
か
ら
の
新
生
活
や
、
暗
い

ニ
ュ
ー
ス
な
ど
「
心
」
が
疲
れ
や
す
い

世
の
中
。
そ
ん
な
「
心
」
を
明
る
く
、

元
気
に
、
前
向
き
に
で
き
る
本
を
揃
え

ま
し
た
!

歴
史
民
俗
資
料
館

◆
問
合
せ
先

　

中
央
館　
　

緯
6
7
5
・
6
5
3
1

　
仁
井
田
分
館　

緯
6
7
6
・
3
1
5
5

　
上
高
根
沢
分
館　

緯
6
8
0
・
1
7
7
0

　

歳
、
幸
せ
な
超
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
生
活

97《
鮫
島　

純
子
／
著　

三
笠
書
房
》

笑
顔
と
思
い
や
り
で
幸
せ
に
な
る

《
坂
東　

眞
理
子
／
著　

清
流
出
版
》

　
「
和
や
か
な
笑
顔
」
と
「
思
い
や
り
の

あ
る
言
葉
づ
か
い
」
で
人
と
接
す
る
こ

と
で
、
あ
な
た
も
周
り
も
幸
せ
に
な
り

ま
す
。
生
き
方
の
ヒ
ン
ト
や
良
好
な
人

間
関
係
を
築
く
秘
訣
な
ど
が
詰
ま
っ
た

1
冊
で
す
。

　

渋
沢
栄
一
の
孫
で
あ
る
著
者
が
、
自

然
に
運
が
開
け
て
く
る
秘
訣
や
、
感
謝

の
習
慣
な
ど　

年
か
け
て
体
得
し
た
幸

50

運
を
呼
ぶ
コ
ツ
を
紹
介
し
ま
す
。

図
書
館
休
館
の
お
知
ら
せ

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

予
防
の
た
め
、
図
書
館
３
館
は
、
６
月

１
日
（
月
）
ま
で
休
館
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
６
月
２
日
（
火
）
か
ら
開
館
す

る
予
定
で
す
。
ま
た
、
臨
時
休
館
中
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
の
予
約
を
引
き

続
き
停
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
現

在
、
準
備
で
き
て
い
る
予
約
資
料
に
つ

き
ま
し
て
は
、
一
律
６
月　

日
（
火
）

30

ま
で
お
取
り
置
き
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

５
月
中
、
図
書
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
・

講
座
や
お
は
な
し
会
な
ど
は
、
す
べ
て

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、ご

理
解
、ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
休
館
の
お
知
ら
せ

　

歴
史
民
俗
資
料
館
は
現
在
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、

休
館
し
て
い
ま
す
。

　

今
月
予
定
し
て
い
た
企
画
展
・
イ
ベ

ン
ト
は
全
て
中
止
し
ま
す
。

　

ご
理
解
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

Information おしらせ

◆
歴
史
民
俗
資
料
館
専
門
員
の

　
　
　
　
　
　
　
　

文
化
財
コ
ラ
ム

奥
座
敷
の
座
卓

　

資
料
館
の
母
屋
奥
座
敷
に
縦
〇
．
九

五
ｍ
、
横
一
．
六
七
ｍ
、
高
さ
〇
．
三

六
ｍ
の
立
派
な
座
卓
が
座
敷
の
中
央
に

置
か
れ
て
い
る
。
黒
檀
製
の
寄
贈
品
で

あ
る
。
座
卓
の
裏
側
に
「
東
京　

木
屋

漆
器
店　

日
本
橋
」
の
小
さ
な
シ
ー
ル

が
貼
っ
て
あ
る
。

　

日
本
橋
木
屋
の
創
業
者
初
代
林
久
兵

衛
は
大
坂
で
薬
種
商
を
開
き
、
豊
臣
家

の
御
用
商
人
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
徳
川

家
康
の
招
き
で
当
主
の
弟
が
江
戸
に
店

を
構
え
た
。
大
坂
の
店
と
分
か
れ
た
の

で
姓
の
林
を
二
つ
に
分
け
て
「
木
屋
」

と
称
し
た
。

　

江
戸
の
木
屋
は
当
初
雑
貨
を
扱
っ
て

い
た
が
寛
永
二
年
（
一
六
二
五
）
漆
器

に
特
化
し
た
。
木
屋
漆
器
店
は
明
治
二

十
年
頃
に
は
日
本
の
美
術
工
芸
品
全
般

に
手
を
伸
ば
し
外
国
に
ま
で
販
路
を
広

げ
繁
栄
を
続
け
た
。
明
治
期
の
白
い
豪

華
な
洋
風
の
店
舗
は
関
東
大
震
災
に
遭

い
、
戦
後
ま
で
営
業
を
続
け
た
が
、
昭

和
三
十
年
頃
店
が
暖
簾
を
下
げ
た
。
こ

の
座
卓
は
少
な
く
と
も
今
か
ら
六
十
五

年
前
に
は
日
本
橋
木
屋
漆
器
店
で
購
入

さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
現
在
、
木
屋

本
家
か
ら
暖
簾
分
け
し
た
刃
物
の
木
屋

の
み
が
営
業
し
て
い
る
。

（
専
門
員　

石
橋
知
明
）

◆
問
合
せ
先

　

歴
史
民
俗
資
料
館

緯
６
７
５
・
７
１
１
７
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高根沢町 多くのみなさんの入会を
お待ちしています
◆問合せ先　町社会福祉協議会

☎6 7 5 ・4 7 7 7

高根沢町

シニアクラブだより
高根沢町高根沢町

シニアクラブだよりシニアクラブだより
　

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、「
健
康
」

「
友
愛
」「
奉
仕
」
を
活
動
目
標
に

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
や
趣
味
の

サ
ー
ク
ル
活
動
、
日
帰
り
旅
行
な

ど
の
健
康
づ
く
り
活
動
、
一
人
暮

ら
し
高
齢
者
へ
の
訪
問
の
友
愛
活

動
、
公
園
な
ど
の
掃
除
や
子
ど
も

た
ち
と
の
ふ
れ
合
い
の
奉
仕
活
動

な
ど
ク
ラ
ブ
ご
と
に
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
全
国

的
取
り
組
み
と
し
て
町
が
進
め
る

「
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」に
も
積

極
的
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
高
齢
者
の
健
康
づ
く
り

や
「
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
」
か

ら
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
な
い
自
治
会

は
、
設
立
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

地
区
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
は
、
そ
れ

ぞ
れ
ス
ポ
ー
ツ
や
宿
泊
旅
行
、
懇

親
会
、
地
域
と
の
交
流
、
地
域
の

清
掃
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

各
地
区
の
会
員
数

活
動
状
況

会員数地区名・クラブ名会員数地区名・クラブ名会員数地区名・クラブ名
24栗ヶ島シニアクラブ26上高中部シニアクラブ29上高南部シニアクラブひまわり会
19花岡西上シニアクラブすみれ会26花岡西下シニアクラブ長寿会13寺渡戸シニアクラブ
29東高谷シニアクラブ30花岡東上シニアクラブ12花岡東下シニアクラブ
26台新田シニアクラブ柚葉会26太田シニアクラブ14中郷シニアクラブ
24宝積寺シニアクラブ16中台シニアクラブ16仁井田シニアクラブ和老会
45赤堀シニアクラブ38いしずえシニアクラブ50大谷シニアクラブ
36光陽台シニアクラブ18宝石台シニアクラブ宝光会26南区シニアクラブ

◆
地
域
と
の
交
流

　

仁
井
田
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
老
和
会

と
高
根
沢
高
校
と
の
交
流
会

◆
女
性
の
集
い

　

女
性
会
員
が
健
康
づ
く
り
運
動

を
行
っ
た
あ
と
、
社
交
ダ
ン
ス
を

鑑
賞
し
ま
し
た
。

▲交流会風景

◆
サ
ー
ク
ル
活
動

◆
町
文
化
祭
へ
の
手
芸
等
の
出
展

　

町
文
化
祭
に
会
員
が
制
作
し
た

手
芸
等
の
作
品
を
出
展
し
ま
し
た
。

▲会員の作品を数多く展示

▲社交ダンス鑑賞風景

▲グラウンド・ゴルフサークルの競技
風景

　

サ
ー
ク
ル
活
動
は
「
民
舞
」「
グ

ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
」「
ラ
ー
ジ

ボ
ー
ル
卓
球
」「
手
芸
」「
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
」「
ダ
ン
ス
」
の
6
サ
ー
ク

ル
が
あ
り
ま
す
。
サ
ー
ク
ル
に

入
っ
て
い
る
方
た
ち
は
、
み
ん
な

元
気
で
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
ま

す
。 サ

ー
ク
ル
活
動
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◆問合せ先
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インキを使用しています。

　

は
じ
め
ま
し
て
「
し
ろ
」
と

申
し
ま
す
。
５
月
号
か
ら
「
と

し
」
に
代
わ
り
広
報
た
か
ね
ざ

わ
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。「
読
ん
で
楽
し
い
・
見
て

楽
し
い
」
広
報
紙
を
作
成
し
て
、

皆
さ
ん
に
高
根
沢
町
の
魅
力
と

情
報
を
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え

る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

　

さ
て
、
最
近
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
影
響
で
様
々
な
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
や
延
期
に
な
り
、

休
日
も
家
か
ら
出
る
機
会
が
少

な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
そ
ん
な

と
き
テ
レ
ビ
を
見
る
と
、
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
家
で
も
で
き
る

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介
し
て
い

ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
や
野
球
、
テ
ニ
ス
、

陸
上
な
ど
、
種
目
の
違
う
ス

ポ
ー
ツ
選
手
が
た
く
さ
ん
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
紹
介
す
る
な
か

で
、「
柔
軟
」
に
関
す
る
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
が
多
く
み
ら
れ
ま
し
た
。

種
目
は
違
っ
て
い
て
も
共
通
し

て
「
柔
軟
」
に
つ
い
て
紹
介
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

“
ケ
ガ
を
し
な
い
”
こ
と
が
、
ど

の
ス
ポ
ー
ツ
で
も
大
切
だ
と
分

か
り
ま
す
ね
。

　

で
き
る
こ
と
が
限
ら
れ
て
く

る
と
、
か
え
っ
て
本
当
に
大
切

な
こ
と
が
見
え
る
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。 

（
し
ろ
）

◀

元気あっぷラボ通信 Vol.1　〜ここにしかない空間を目指して〜
　はじめまして、私たちは指定管理者の㈱塚原緑地研究所のプロジェクトチームで、～「道の駅た
かねざわ 元気あっぷむら」をもっと知っていただくために活動する元気あっぷむら研究所～略して
「元気あっぷラボ」です。これから数回にわたってこの施設に対する私たちの思いや目指す方向と
いった目に見えないところを紹介してまいります。

コンセプトは、“行きたくなる場所・ここにしかない空間”
　元気あっぷむらでは、気軽に休めるスペースや思わず商品を手にとってしまいたくなるデザイン
など、若い世代や子連れファミリーでも何度も訪れたくなる「居心地のよい空間」を追究しています。

　例えば、本館　階に広がる「アトリウムホール」は、植物とともに休憩用のベンチを随所に配置。1
屋内にいながらまるで自然の中にいるかのような安らぎ、リゾート感覚を味わうことができます。

　シックな内装にリニューアルした農産物直売所「ここにしかないいちば」は、間接照明と落ち着
いたBGMが洒落た雰囲気を演出し、商品１つひとつが引き立つよう配慮しています。一般的にイ
メージする直売所とは異なる空間の中で買物の楽しさを存分に味わってください。

　さらに情報発信にはInstagram（インスタグラム）といった感度が高いユーザーが集まるSNS
を活用するなど、時代に合わせた手法を積極的に行っております。
　次回はさらに元気あっぷむらのそれぞれの施設を紹介してまいります。お楽しみに！

▲本館アトリウムホール ▲ここにしかないいちば

HAPPY  BIRTHDAY
　満　歳までのアイドルを募集しています。　5 1
人　回の掲載です。誕生月（掲載月）の　ヶ月1 3
前から前の月の　日まで受け付けています。5
　ご希望の方は企画課緯６７５・８１０２まで。

　月　日まで5 8
道の駅たかねざわ　元気あっぷむらは一部施設のみの営
業になります。営業している施設は以下のとおりです。
その他の施設は温泉を含め休業になります。
◆農産物直売所「ここにしかないいちば」
　営業時間　　時～16時9
◆屋外トイレ　24時間営業


